





































































































































































































































































♦ 鑑定委員会または世話裁判所による許容要件の検討（去勢法 5 条、 6 条）
♦ 手続違反処罰（同 7 条）
妊娠中絶
（1995年）






器移植法（TPG） 5 条 1 項・ 2 項、20条 1 項 1 号）
♦ 死後の臓器摘出における同意手続、その文書化義務、およびその際の同意不
取得の処罰（同 4 条、19条 2 項）
♦ 生体からの臓器摘出における文書化義務、審査委員会による許容要件の検討、




（AMG）40条 1 項、医療機器法（MPG）20条 1 項）
♦ 手続違反処罰（医薬品法96条11号、医療機器法41条 4 項）
臨死介助
（2009年）




♦ 倫理委員会による許容要件の検討とその文書化（胚保護法（ESchG） 3 a 条
3 項）





































































































（ 1 ）　プロセスガイドラインは、2018年 3 月に改訂されている。その詳しい内容につき、厚生労
働省「『人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン』の改訂について」





（ 3 ）　Frank Saliger, Prozeduralisierung im （Straf─） Recht, in: Winfried Hassemer/Ulfrid Neu-
mann/Frank Saliger （Hrsg.）, Einführung in die Rechtsphilosophie und Rechtstheorie der Ge-
genwart, 9. Aufl., 2016, S. 434 ff. フランク・ザリガーは、ミュンヘン大学法学部・刑法、刑事




（ 4 ）　Arthur Kaufmann/Winfried Hassemer/Ulfrid Neumann （Hrsg.）, Einführung in die 
Rechtsphilosophie und Rechtstheorie der Gegenwart, 8. Aufl., 2011〔初版の邦訳として、A・
カウフマン＝ W・ハッセマー編（竹下賢編集代表）『法理論の現在』（ミネルヴァ書房・1979
年）がある〕。
（ 5 ）　総論的検討として、Frank Saliger, Prozedurale Rechtfertigung im Strafrecht, in: Fest-
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schrift für Winfried Hassemer, 2010, S. 599 ff. があり、医事法領域を検討対象とする論文とし
て、ders., Legitimation durch Verfahren im Medizinrecht, in: Erwin Bernat/Wolfgang Kröll 
（Hrsg.）, Recht und Ethik der Arzneimittelforschung, 2003, S. 124 ff. がある。また、臨死介助
（Sterbehilfe）に特化した分析として、ders., Sterbehilfe nach Verfahren: Betreuungs─ und 
strafrechtliche Überlegungen im Anschluß an BGHSt 40, 257, in: KritV 81 （1998）, S. 118 ff.; 
ders., Grundrechtsschutz durch Verfahren und Sterbehilfe, in: Lorenz Schulz （Hrsg.）, Verant-
wortung zwischen materialer und prozeduraler Zurechnung, ARSP─Beiheft Nr. 75, 2000, S. 
101 ff. 等も参照。
（ 6 ）　Prozeduralisierung ということばを「手続化」と訳出する先行研究として、楜澤能生「法
化とポスト介入主義法モデル」法の科学16号（1988年）159頁以下、161頁、同「オートポイエ
シスと法理論─西ドイツにおける『ポスト福祉国家の法理論』の一潮流─」早稲田法学66




出：法学協会雑誌107巻 1 号（1990年） 1 頁以下〕は、「プロセス化」とする。
（ 7 ）　Saliger （Fn. 5 ）, 1998, S. 145; ders. （Fn. 5 ）, 2010, S. 601 f. も同旨。さらに、Detlev Stern-
berg─Lieben, Gesetzliche Anerkennung der Patientenverfügung: offene Fragen im Strafrecht, 
insbesondere bei Verstoß gegen die prozeduralen Vorschriften der §§ 1901a ff. BGB, in: Fest-
schrift für Claus Roxin zum 80. Geburtstag, 2011, S. 537 ff., 549; Ramona Francuski, Proze-
duralisierung im Wirtschaftsstrafrecht, 2014, S. 150 f. 等も、この定義を支持する。
（ 8 ）　Winfried Hassemer, Prozedurale Rechtfertigungen, in: Festschrift für Ernst Gottfried 
Mahrenholz, 1994, S. 731 ff., 749, 751; ders., Die Basis des Wirtschaftsstrafrechts, in: Eberhard 
Kempf u.a. （Hrsg.）, Die Handlungsfreiheit des Unternehmers ─ Wirtschaftliche Perspektiven, 
strafrechtliche und ethische Schranken, 2009, S. 29 ff., 42.
（ 9 ）　狭い手続化概念を支持する Saliger （Fn. 5 ）, 2000, S. 127; ders. （Fn. 5 ）, 2010, S. 602 f. 
が、まずそのように述べている。これに対して、広い手続化概念に明確に賛同するのは、
Francuski （Fn. 7 ）, S. 172 ff. である。
（10）　Lisa Borrmann, Akzessorietät des Strafrechts zu den betreuungsrechtlichen （Verfahrens─） 






（12）　以下の点につき、Rudolf Wiethölter, Entwicklung des Rechtsbegriffs （am Beispiel des 
BVG─Urteils zum Mitbestimmungsgesetz und ─ allgemeiner ─ an Beispielen des sog. Sonder-
privatrechts）, JbfRsozRth 8  （1982）, S. 38 ff., 39 ff.; Gunther Teubner, Reflexives Recht: Ent-
wicklungsmodelle des Rechts in vergleichender Perspektive, ARSP 68 （1982）, S. 13 ff., 23 ff.; 
ders./Helmut Willke, Kontext und Autonomie: Gesellschaftliche Selbststeuerung durch refle-
xives Recht, ZfRsoz 6  （1984）, S. 4  ff., 19 ff.〔R・ヴィートヘルターの手続化論と G・トイプ
258　　早法 94 巻 2 号（2019）
ナーの自省的法（reflexives Recht）を紹介・検討する邦語文献として、楜澤・前出注（ 6 ）
法の科学16号161頁以下、樫沢秀木「介入主義法の限界とその手続化─『法化』研究序説






（14）　Jürgen Habermas, Faktizität und Geltung: Beiträge zur Diskurstheorie des Rechts und des 
demokratischen Rechtsstaats, 1992, S. 472 ff.〔邦訳として、ユルゲン・ハーバーマス（河上倫
逸＝耳野健二訳）『事実性と妥当性（下）─法と民主的法治国家の討議理論にかんする研究』
（未来社・2003年）126頁以下〕。
（15）　Andreas Eicker, Prozeduralisierung des Strafrechts, 2010, S. 79.











（19）　Gunther Arzt, Patientenverfügung: Rechtsverlust durch Verfahren, in: Gedächtnisschrift 
für Manfred Wolf, 2011, S. 609 ff., 618, 619 Fn. 28.
（20）　BT─Drucks. 18/5375, S. 4  f., 11, 13 参照。
（21）　Saliger （Fn. 5 ）, 2010, S. 600.
（22）　たとえば、Eicker （Fn. 15） は、スイス・ベルン大学に提出された教授資格請求論文であ
り、ドイツ・スイスの法状況を前提としながら、この種の問題に対して包括的な検討を加えて
いる。
（23）　Saliger （Fn. 5 ）, 2010, S. 607.
（24）　BVerfGE 88, 203. 本判決については、上田健二＝浅田和茂訳「ドイツ連邦憲法裁判所第二




阻却事由として扱われている。ドイツでの議論については、Claus Roxin, Strafrecht Allge-
meiner Teil Bd. I, 4. Aufl., 2006, § 18 Rn. 3  を、わが国の代表的な見解として、山中敬一『刑
法総論〔第 3 版〕』（成文堂・2015年）614頁以下、山口厚『刑法総論　第 3 版』（有斐閣・2016
年）179─180頁をそれぞれ参照。
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（26）　辰井聡子「終末期医療とルールの在り方」甲斐克則編『医事法講座 第 4 巻　終末期医療
と医事法』（信山社・2013年）215頁以下、231頁、山本紘之「治療中止における手続履践の刑法
的意義」長井圓先生古稀記念『刑事法学の未来』（信山社・2017年）251頁以下、263頁。さら
に、福山好典「人生の最終段階でどこまで医療を提供するか─安楽死・尊厳死をめぐる法の
動向」病院77巻 1 号（2018年）76頁以下、79頁も参照。
（27）　この点につき、天田悠「臨床試験の法的正当化─ドイツ医薬品法・医療機器法を素材と
して」年報医事法学33号（2018年）11頁以下、13頁参照。
